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（午前９時５９分 開会） 

◎開会宣告 

○議長（荒木正光君） 皆さんおはようございます。ただいまから令和４年第４回新冠町

議会定例会を開会いたします。 

 

◎開議宣告 

○議長（荒木正光君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程の報告 

○議長（荒木正光君） 議事日程を報告致します。 

議事日程は御手元に配布した印刷物のとおりであります。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（荒木正光君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１番、武田修一議員、２番、中

川信幸を指名いたします。 

    

   ◎日程第２ 会期の決定 

○議長（荒木正光君） 日程第２、会期の決定を議題と致します。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から１２月１９日までの７日間といたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） 異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から１２月１９日までの７日間とすることに決定をいたしました。 

お諮りいたします。議案等調査のため、１２月１４日、１５日、及び、１２月１７日、

１８日を休会としたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） 異議なしと認めます。 

よって１２月１４日、１５日及び１２月１７日、１８日を休会とすることに決定いたし

ました。 

    

   ◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（荒木正光君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

町長から、御手元に配付のとおり、議案の提出がありましたので報告をいたします。 

次に、第３回定例会において可決された意見書は、関係機関へ提出しており、一部事務

組合議会の開催状況、閉会中の諸行事の出席状況、及び今定例会の説明員の報告について
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は、御手元に配付のとおりですので、御了承願います。 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

   ◎日程第４ 行政報告（町長・教育長） 

○議長（荒木正光君） 日程第４、行政報告行をいます。 

議案の審議に先立ち、町長並びに教育長から行政報告の申し出がありましたのでこれを

許します。 

鳴海町長。 

○町長（鳴海修司君） 本日、令和４年第４回新冠町議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位には時節柄何かと御多用の中、御出席を賜り厚く御礼申し上げます。 

議長から発言の許可をいただきましたので、令和４年第３回定例会以降の主要な行政の

動向について、項目の順に従い御報告申し上げます。 

初めに、新型コロナウイルス、感染症対策等について御報告いたします。まず、対策本

部会議の開催状況についてですが、町では、これまでも報告しておりますとおり、令和２

年２月２６日に「新冠町新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置して以来、規模を縮

小のうえ、連日、定例の本部会議を開催し、管内における新規感染者の発生状況等の確認、

情報の共有と町内で感染者が確認された場合、速やかに対応や対策が講じられるよう体制

を維持し、現在に至っております。 

新規感染者数は若干の減少傾向にあるものの、感染者数が高止まりのまま、日ごと増減

を繰り返しており、いまだ終息は見通せない状況であります。また、年末年始に向けて更

なる感染拡大も懸念されるため、町民の皆さまには、感染対策を継続して実施いただくよ

うお願いしたいと存じます。 

次に新冠町立特別養護老人ホーム恵寿荘における新型コロナウイルス感染の発生につい

てご報告致します。１０月２４日に介護員１名の陽性が判明し、すみやかに入所者及び職

員の抗原検査を実施したところ、全員の陰性が確認されました。その後、新たな陽性者の

発生が無く、１０月３１日に終息しております。次に、１１月９日に介護員２名の陽性が

判明し、すみやかに入所者及び職員の抗原検査を実施し、１１月１０日に新たに介護員１

名の陽性が判明しましたが、その後、新たな陽性者の発生が無く、１１月１６日に終息し

ております。次に、１１月２９日に看護師１名の陽性が判明しました。翌日、１１月３０

日に入所者２名の陽性が判明したため、すみやかに他の入所者及び職員全員に対して検査

を実施し全員の陰性が確認されましたが、保健所から入所者は全員濃厚接触者とみなし、

施設全体を汚染区域と設定するよう指導があり、職員は防護服を着用、入所者は居室にと

どまり入浴を中止し感染拡大防止対策を実施しました。しかしながら、１２月２日から５

日にかけてさらに入所者３名、職員３名が陽性と判明し、累計は入所者５名、職員４名、

計９名となり、北海道からクラスターと認定されました。罹患者は恵寿荘内で隔離され、

診療所医師による治療を受けておりますが、そのうち１名につきましては、指定医療機関
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に救急搬送され、入院に至っております。その間、保健所から現地指導を受け、施設内の

感染拡大防止に努めてまいりました。１２月７日で濃厚接触者の待機期間が終了し、一部

制限が緩和されましたが、療養期間は１２月１４日までとなっておりますので、引き続き

感染拡大防止対策を講じてまいります。なお、この間新冠町デイサービスセンターの入浴

を新冠町老人憩の家に振り替えて実施、また短期入所の受入れを中止しており、利用者の

方々には大変ご迷惑をお掛けしております。入所者及びご家族には大変ご心配をおかけし

たところではありますが、今後におきましては、これまで以上に感染防止対策を徹底する

とともに、職員の感染予防意識につきましても、より一層高めて参りますので、ご理解を

賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。 

新型コロナウイルスワクチンの接種状況についてご報告いたします。まず、１１月３０

日現在におけるワクチン接種状況でございますが、町民全体で対象者が５，０５５名に対

し１回以上接種されている方が４，２３５名で接種率では、８３．８％となっております。 

年代別では、５歳から１１歳までの小児ワクチンについては、接種率が１４．８％、うち

３回目接種者は７．７％であります。また、１２歳以上はオミクロン株対応ワクチンの接

種が可能となっており、対象者に対する接種率は４２．４％であります。年代別では１０

代から２０代は２２．６％、３０代から５０代は３６．７％、６０代以上は５５．２％の

接種状況となっております。なお、保健センターでの集団接種については、１２月９日で

終了し、１６日からは国保診療所において、金曜日を基本に予約受付けのうえ、接種でき

るよう体制を整えておりますので、あわせてご報告いたします。 

次に、道の駅整備事業の一時留保についてご報告いたします。私の町政二期目に掲げた

庁内横断型の各検討会議は、施策の各分野における課題解決に向け、それぞれ検討協議を

進めていますが、道の駅整備事業についても観光施設整備検討会議においてこれまで協議

を行っており、この度協議を終え、一定の結果に至りましたので、協議を経た、現時点で

の考えについて報告いたします。これまで検討会議の協議に当たっては、観光客が道の駅

の利便性をどこに求めるかといった観光客からの視点による協議と同時に、町民が生活の

中で日々利用する施設であるためには、どのような機能が必要かといった町民ニーズの視

点からも協議を進めてきました。このことは道の駅が社会情勢に左右されることなく、町

内外の皆さんに利用される持続可能な施設となるためには、いかにあるべきかを検討した

ものでございます。また令和７年度の新冠インターチェンジの開設に併せ、施設竣工する

ことで道の駅整備事業の効果が最大に図られるとの思いから、令和４年度中に協議・検討

を終え、事業整備を令和７年度中に終えることも想定し、協議を進めたところでございま

す。協議は、設置場所の適否、防災機能の必要性、あるいは附帯施設の取扱いなど広範囲

に及び、令和３年６月から始まった協議は、およそ１年にわたっています。この間におい

て、町の財政計画が示されたほか、町が進める施策の優先順位などが明確になったことで、

道の駅整備計画の協議事項に実現可能性を新たに加え、協議を重ねてまいりました。現在

の新冠町を振り返ったとき、先に公表された財政計画でも明らかなように大型建設事業の
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実施には、多額の借り入れである起債は避けられず、その償還の多くは、将来世代が負担

することになるほか、多額の負債は財政の硬直化を招く恐れもあります。今、事業期間を

同じくする道の駅整備事業と国保診療所建て替え整備事業、並びに防災関係事業等の大型

事業を同時並行して進めることは、町の財政運営上からも適切な判断ではないと考えるに

至りました。以上のことから、私は、町民生活に不可欠な医療福祉の充実につながる国保

診療所建て替え整備事業及び防災対策事業を先行させ、一旦、道の駅整備事業の推進を留

保することを決断いたしました。この決断は検討会議の協議結果を踏まえたものでもあり、

多角的な検討結果の報告に基づき私が判断したものでございます。この間、道の駅整備事

業に関しては、事業実施を前提に協議説明を各所で行っており、期待を寄せる町民の方も

多くいらっしゃるかと思います。町民の思いに、今応えられないことは無念の一語に尽き

ますが、町の将来を考えるが故に一旦、立ち止まるべきと判断したことをご理解いただき

たいと存じます。道の駅整備事業は、新冠インターチェンジ開通後の人流を踏まえ、また

運営を含めたあり方等についての協議を今後継続し、より充実した整備計画をもって道の

駅整備事業の「実現」に当たる所存ですので、ご理解を賜りますようよろしくお願い致し

ます。 

次に、第三セクター株式会社新冠ヒルズの清算手続きの終了についてご報告申し上げま

す。昨年、第３回定例会行政報告において、第三セクター株式会社新冠ヒルズの解散につ

いて報告し、２３年間の経営の検証結果と、持続可能な施設運営を目指して第三セクター

株式会社新冠ヒルズの設立者であり、筆頭株主の立場から、会社解散を提案する決断に至

ったことを報告いたしました。また定例会に先立つ全員協議会においては、町議会議員の

多数の方が、町が示した方向性に賛意を示していただいたことで、これまで多くの困難に

直面したとき、私どもの後押しとなってきたことは、言うまでもありません。町の大きな

決断と議会の後押しで始まった第三セクターの解散は、本年１０月６日に開催された株式

会社新冠ヒルズ臨時株主総会において、決算報告承認の件が出席株主全員の賛成をもって

承認可決されたことで、法人の終焉である清算結了を迎え、このことをもって株式会社新

冠ヒルズは法人として消滅しました。その後、１０月１７日清算結了の登記を行い、登記

記録も閉鎖してございます。平成１０年に設立した株式会社新冠ヒルズは、これまで新冠

町の観光施策の柱として、新冠町のまちづくりに計り知れない貢献をしてきました。また、

その経営を支えてきたのは、株主をはじめ多くの関係者の皆さんであったと考えています。

出資という形でまちづくりを支えてきていただいた株主の皆さまには、心から感謝申し上

げ、これまでのご厚情は、新冠町のまちづくりを一層明るいものとすることで、応えて参

る所存ですので、ご理解をよろしくお願いしたします。 

次に、町政懇談会の実施結果についてご報告申し上げます。まちづくりの考え方等につ

いて、私が町民の皆さまに直接説明し、そして意見をいただくことは、何よりも大切なこ

とであり、これまで新型コロナウイルス感染症のまん延で実施を見送った令和２年度を除

き、毎年１１月に町政懇談会を実施してきたところです。このことは、私が掲げる、開か
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れた行政の施策の１つとして町政懇談会を位置付けていることによります。各自治会を対

象にした町政懇談会は、１１月２１日から２９日の間、１１会場において、３４自治会を

対象に開催し、町政に係るさまざまなご意見をいただきました。いただいた意見、質問は、

河川・道路に関すること、ヒグマなど有害鳥獣に関すること、そして避難路をはじめ防災・

減災に関することなど幅広い事項に及び、受けた意見、質問に対して町の現状、考えをお

伝えすることで、まちづくりを町民と共に考え、共通の視点で協働のまちづくりを進めて

行くことにつながることを実感した次第です。いただいた意見等については、真摯に向き

合い、対応を検討し、それぞれの担当課が現在対応に当たってございます。総参加者は、

８１人と昨年比でマイナス１７人という結果でしたが、このことは、新型コロナウイルス

感染症罹患者数が日々増加していた時期と実施時期が重なったことで参加について消極的

になったことも起因していると考えています。この度の町政懇談会では、自治会のほかに、

新たに認定こども園ド・レ・ミ保護者会役員、及び学校ＰＴＡ役員との懇談会を１１月２

９日に開催したほか、昨年に引き続き女性コミュニティ会議との町政懇談会を１２月５日

に、また１２月６日には新冠中学校３年生との町政懇談会に参加致しました。保護者との

懇談会においては、子ども達のために何ができるかを真摯に考えている姿に触れ、町とし

て次世代に引き継ぐことができるまちづくりの推進をより一層決意し、また女性コミュイ

ティ会議との懇談会では、日常生活で抱える問題や買い物事情に関する問題など女性から

見たまちづくりの意見、質問をいただき、まちづくりについて多角的な視点で捉える必要

性を強く感じた次第です。また今回で６回目になる中学３年生との町政懇談会は、地方自

治への理解を深め、主権者意識の向上を目的とした中学校の社会科の授業として行われた

ものですが、中学生から提出のあった要望等は生活に根差した事項から地域ごとの要望ま

で幅広い事項に及び、生徒達が地域を振り返り、真剣に考えられたものであることを痛感

し、更には中学生ならではの斬新さに深く感銘した次第です。最後にいただいた中学生の

感想は、「新冠町を改めて知ることが出来、今後自分たちが町の発展を築いていくためには

どうしたらいいのかを考えることが出来た。」というものであり、未来を担う新冠町の若者

に期待と希望を寄せた町政懇談会でした。町民の声は、まちづくりの根幹です。町は常に

町民の声に対し、誠実に耳を傾け、前向きに対応して行く姿勢であり続ける所存ですので、

よろしくお願いします。 

次に、重度心身障害者医療受給者証の交付漏れについてご報告申し上げます。この度、

重度心身障害者に対する医療費助成事業におきまして、本来助成すべき対象者に対し、受

給者証を交付していなかったことにより、医療費の自己負担額を多く負担させていたこと

が判明いたしましたので処理顛末につきましてご報告いたします。重度心身障害者医療費

助成事業は北海道より、２分の１の補助を受け実施している事業で、対象者は主に身体障

害者手帳をお持ちで障害程度が重度の方となります。この度の交付漏れは、医療保険が後

期高齢者医療保険で医療費の自己負担が３割の方々について、自己負担割合や所得状況の

確認漏れにより本来交付すべき受給者証の交付を逸していたものであります。事実確認の
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経過でございますが、後期高齢者医療保険制度の改正により、令和４年１０月から医療費

の自己負担割合がこれまでの１割又は３割に加え、一定の所得要件に該当することにより

２割負担となる方が発生するため、この方々へ９月中旬に受給者証を交付する過程で判明

いたしました。事実確認後、後期高齢者医療制度創設時の平成２０年度まで遡り事務作業

の検証を実施した結果、事務誤りは平成２９年度以降に発生し、対象者が８名であること

を確認したほか、受給者証の交付漏れにより対象者が多く負担した医療費は、平成２９年

度から令和４年度分までで総額１，３２４，４４３円となることを確認したところであり

ます。次に対象者への対応ですが、９月末、対象者全員へ自宅訪問のうえ報告・謝罪を行

い、１０月初旬に過大に負担されていた医療費の返還処理を行いました。冒頭、申し上げ

ましたが、この事業は道の補助事業でございますので、道に対し本事案の報告を行ってお

りますが、道においても補助金の取扱いについて精査中であり、町の事務作業の不備によ

る補助金の過年度分遡及適用については、補助対象外とされているところであります。従

いまして、この度の受給者証交付漏れにより道補助の対象外となる金額は、令和３年度以

前の医療費の２分の１で６２６，０００円となりますことをご報告いたします。本件発生

の要因を調査したところ、原因は職員の制度知識の不足に加え、課内チェック体制の不備

にあったと確認したところであります。今回の事態を厳粛に受け止め、制度の習熟、事務

処理の確認作業の強化を図り、再発防止に全力で取り組む所存でございます。また、本件

につきまして、責任の所在を明確にした上で、事務筆頭責任者の副町長及び当該関係職員

を厳正に処分いたしました。この度は、関係者及び町民の皆さまに多大なご迷惑をおかけ

しました事を深くお詫び申し上げ報告といたします。 

次に、特別養護老人ホーム恵寿荘の入所定員の調整に関し報告申し上げます。町では昨

年度から診療所の建て替え構想を進めるにあたり、診療所２階部分の増床棟２０床を減床

する計画を取り進め、入所者の調整を行ってまいりましたが、去る９月２５日に入所者が

５０人となったため、診療所棟の運営を取りやめ、恵寿荘本体での運営に一元化しており

ます。なお、職員体制につきましては、現状の体制を維持しつつ、年次計画をもって適正

職員に改善していくこととしております。今後とも高齢社会において、質の高い介護サー

ビスの提供に意を用いてまいりたいと存じます。 

次に、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の支給結果についてご報告申し上げ

ます。令和３年１１月１９日に、コロナ克服・新時代開拓のための経済対策として、住民

税非課税世帯等に対して、１世帯あたり１０万円の臨時特別給付金の支給が閣議決定され

ました。加えて本年４月には、原油価格や物価高騰対策として、従前の支給対象世帯に該

当しない世帯のうち、令和４年度の住民税非課税世帯も支給対象に加える内容が示され、

支給事務を進めて参りましたが、本年９月末をもって支給事務を終了いたしましたので、

結果についてご報告申し上げます。当初、この２種類の支給事業の対象を９８４世帯と見

込んでおりましたが、非課税ではあるが課税世帯の扶養認定を受けている方、未申告によ

り課税状況が把握できない方については、確認段階において支給対象外となるため、予算



10 
 

対比では８５．４７％の支給率となったところであります。当町では、当給付事業に関し、

国からの通知を受け、すみやかに事業着手し、町政事務委託文書での周知及び未申告の方

や、転入世帯に対する制度通知を行ってまいりました。プッシュ型の給付事業として、対

象となる世帯への周知・支給をもれなく実施するため、未申請の方には、電話や訪問によ

り申請の呼びかけを行うなど、一人でも多くの方に受給して頂けるよう努めてきたところ

であり、その結果、家計急変世帯２世帯を含む８４１世帯に対して、総額８４１０万円の

支給実績となりましたことをご報告いたします。 

次に、本年８月の大雨による公共土木施設・災害復旧事業の査定結果について、ご報告

申し上げます。災害査定は１１月１４日から１７日までの４日間、並びに１２月５日から

９日までの５日間の２回にわたり、北海道開発局と北海道財務局の立ち会いのもと実施さ

れました。当町は、河川災・道路災あわせて３０箇所、工事費７億６９００万４千円に関

し査定を受検したところでございます。その結果、申請どおり３０箇所が採択され、工事

費は７億６８６０万９千円と査定されまして、査定率は９９．８７％という結果でござい

ました。本災害復旧工事は、早期完成を目指し順次発注事務を取り進めて参りますので、

工事発注に伴いまして、関係者の皆様には、ご理解ご協力を賜わりますようお願いいたし

ます。 

次に、令和４年度一次産業の概況につきましてご報告いたします。本年１１月３０日現

在の新冠町農協及びひだか漁協取り扱いの販売実績によりご報告申し上げますので、お手

元にお配りした資料をご覧頂きたいと存じます。なお、農協数値につきましては、各市場

からの報告に時間を要するなど３０日現在での見込みということでご理解願います。 

はじめに農産部門です。本年度の日高地方は牧草の収穫時期となります６月下旬及び８

月中旬から下旬にかけまして長雨が続きましたが、水稲の生育にとりましては、７月上旬

から下旬にかけて高温で推移し日照時間も多くなったことから生育は順調に進み、胆振・

日高地方における作況指数は１０５となり、作柄は「やや良」でございました。当町にお

きましては、高齢等の理由により他の耕作者へ水稲作付けを移譲した方や水稲から他の作

物へ転換された方が４戸いらっしゃったため、作付面積は前年から１６．７ha減少しまし

た。これにより生産量が減少し、農協取扱数量は前年を１２９トン下回る５１３トンで、

販売金額は前年を１９００万円ほど下回る１億４６８万７２６円でございました。なお、

製品につきましては、色彩選別機を活用した丁寧な調整に努められ、全量が一等米でござ

います。 

次にそ菜でございますが、販売金額の総額は１０億３９２８万１０４３円と前年を３０

０万円ほど下回りましたが、引き続き１０億円の大台を維持することが出来ました。この

うち基幹作物でありますピーマンは、作付農家数が１戸増加しましたが、一部農家におき

ましてコロナ禍のため外国人労働力を確保することが難しく生産規模を縮小されたことか

ら、作付面積は前年を０．４３ha 下回る２４．３８ha となりました。作柄におきましては、

豊作年となりました前年と比較をしますと本年は平年並みの反収となりましたので、販売
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数量は前年を２２２トン下回る２，１５８トンとなり、販売金額は９億７２４２万６１８

２円でございました。なお、その他の販売金額が前年より６００万円ほど増加しましたが、

これはピーマンとミニトマトの輪作体系の中で、本年度はミニトマトの作付けが増加した

ことによるものでございます。 

次に畜産部門でございます。２ページをご覧下さい。はじめに軽種馬でございます。本

年度も多くの町内生産馬が中央競馬、地方競馬で好走を続けており、一昨日には海外Ｇ１

勝利という嬉しいニュースも届きました。国内におきましても年末にかけ大きなレースが

残っておりますので、１つでも多い勝ち鞍を期待したいと存じます。さて、北海道市場に

おける軽種馬の販売状況につきましては、市場改革に取り組まれている関係者のご努力も

あり、コロナ禍にも関わらず各セールとも活況に満ちた開催となり、市場全体の売却総額

は１５０億１４３０万円で過去最高額を記録しました。このような中、市場に上場された

町内生産馬は延べ頭数で５０５頭となり、うち３５７頭が売却されました。売却率こそ前

年を下回りましたが、１頭当たり平均売却額は前年を上回り、売却総額は２６億７２５６

万円でございました。酪農につきましては、前年から２戸の離農があり生産戸数が減少し

たことに加え、長引くコロナ禍の影響から牛乳や乳製品の需要が低下し、それに伴う在庫

の積み増しから乳価が据え置かれたことから、乳量は前年から３６２トン減少し、乳代も

前年を４１００百万円ほど下回る９億２０５４万８千円となりました。肉用牛につきまし

ては、主力となります黒毛和牛の素牛販売市場におきまして、前年並みの８９４頭を売却

しましたが、配合飼料価格の高騰や長引く外食需要の低下のため取引価格の下落が続いて

おり、売却額は前年を６４００万円下回る６億２９９９万９千円となりました。また、肥

育牛販売におきましても同様の理由から、売却額は前年を５５０万円下回る１億３３９８

万１千円でございます。交雑種につきましては、それぞれ記載のとおりでございます。 

次に水産部門でございます。３ページをご覧下さい。本年４月から１１月末までの漁獲

状況についてご説明いたします。先ず、秋さけでございますが、近年は海水温の上昇など

環境の変化から不漁が続き、特に前年は赤潮の影響も重なり記録的な不漁でございました。

その一方で、本年６月に公表された、道立総合研究機構さけます内水面水産試験場の来遊

予測値では、えりも以西・日高沿岸地域には前年比２００％増の来遊数が示され、関係者

ともども期待をしていたところ、漁期前半から順調な水揚げが続き、漁獲量は予測値を上

回る２２７トンとなり、漁獲金額は前年から１億２千万増の１億８５３２万８６７４円と

なりました。当町では直近５年間の最高値、最低値を除く５中３平均の２５２トンに迫る

水揚げとなりましたが、この要因は漁獲物の多数を占める４年魚を放流した令和元年、春

先の水温が稚魚の成育に適切だったものと推測されております。主力のタコにつきまして

は、前浜で水揚げされるミズダコ、ヤナギダコとも漁獲量が減っており、特にミズダコは

令和３年９月から令和４年９月まで、毎月の漁獲量が前年同月を下回る異常な状況が続き

ました。品薄な状況のため㎏当たり単価は高値で推移しましたが、漁獲量の減少が著しく、

漁獲量は５５トン、漁獲金額は５２００万６８９０円といずれも前年を下回りました。ま
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た、その他の漁獲量が前年より１２９トン減少しました。この要因となった魚種はブリと

サバであり、資料に記載はありませんが、ブリが１０３トンの減、サバが３０トンの減で、

合せて１３３トンの大きな減少となりましたが、漁獲金額ではサバの取引価格が高値とな

り、サバは前年から１００万円の増額となったため、その他の合計としては前年より増額

となりました。前浜全体の漁獲量及び漁獲金額につきましては、漁獲に占める秋さけの割

合が高いことから、記載のとおり前年実績を上回る成績となっております。なお、令和３

年９月に北海道の太平洋沿岸で大規模な漁業被害をもたらした赤潮プランクトン「カレニ

ア・セリフォルミス」につきましては、令和４年１月以降、道内全ての海域で継続したモ

ニタリング調査を実施しており、現在までのところ新たな発生は確認されておりませんが、

海水温の上昇は海洋環境を変化させ、魚類の生態系に大きな影響をもたらしております。 

ツブなど一部の魚種が回復の兆しにある一方、タコの減少は著しく、漁業者の苦境は続い

ておりますので、資源の早期回復を切に願うとともに、今後とも関係機関と連携を図りな

がら漁業者支援の継続に取り組んでまいります。 

次に、町有牧野のヨーネ病患畜の発生状況につきましてご報告いたします。町有牧野に

おけるヨーネ病については、本年１月に発生してから、感染牛の確認がされておりません

でしたが、１２月１日付けで、新たに１頭の感染が確認された旨、北海道日高家畜保健衛

生所から通知がありました。同日、殺処分命令及び消毒指示に基づき、町有牛１頭につい

て殺処分を行い、飼養していた第２牛舎について牛舎清掃及び消毒作業を行いましたので

ご報告いたします。令和４年度の日高管内におけるヨーネ病の発生状況は、１１月現在、

５町２１戸１２５頭に上っており、対策手段がなく、清浄化に至らない農家や新たに発生

する農家が増えている状況であります。町有牧野におきましも、令和元年の発生から患畜

牛として殺処分した町有牛は合わせて１３頭となりました。清浄化を目指し、本年から獣

医師の指導のもと、乳酸菌発酵飼料を給与する等、新たな試みも加えつつ対策を講じまし

たがこのような結果になり、誠に残念ではありますが、今後は、感染牛の発生傾向の考察

を行う等、清浄化に向けた取組を更に検討しながら、ヨーネ病発生対策の基本となる、牛

舎内の清掃、消毒作業を継続的に行うとともに、家畜保健衛生所及び獣医師の専門的な指

導を仰ぎながら、清浄化に向けた牧野運営に努めて参りますので、ご理解賜りますようお

願い申し上げます。 

最後に、今定例会に提案しております案件ですが、報告案件１件、一般議案４件、令和

４年度各会計補正予算７件を提案することといたしております。それぞれ提案する際には、

具体的に御説明いたしますので、全案件とも提案どおり御決定いただきますよう、よろし

くお願い申し上げまして行政報告とさせていただきます。 

○議長（荒木正光君） 町長の行政報告が終わりました。 

次に、教育長から行政報告を行います。 

奥村教育長。 

○教育長（奥村尚久君） 議長より発言の許可をいただきましたので、令和４年第３回定
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例会以降の教育行政に関し、３点御報告させていただきます。 

はじめに、学校及び認定こども園の臨時休業について申し上げます。学校及び認定こど

も園では、これまで同様、国及び道教委が示す新型コロナウイルス感染症に対するマニュ

アルや関係通知を踏まえた対策の徹底をしております。しかし、新型コロナウイルス感染

症は収束することなく、新冠小学校及び認定こども園関係者の感染が判明いたしましたこ

とから、感染状況の確認や感染拡大防止など感染症対策に万全を期すため、町感染症対策

本部の方針として休業措置を決定したところでございます。休業措置の状況でございます

が、認定こども園におきましては、９月１３日に園関係者１名が感染、１５日に４名の感

染が判明したことから、９月１３日から１９日までの７日間、対象学年を学年閉鎖措置と

し、また、９月１５日から１９日までの５日間、対象学年を学年閉鎖措置といたしました。 

加えて、１２月９日に１名の感染が判明したことから、１２月９日から１３日までの５日

間、対象学年を学年閉鎖措置といたしました。新冠小学校におきましては、休日の１０月

９日、翌１０日に学校関係者４名が感染、１１日には３名の感染が判明したことから、対

象学年を１０月１１日から１６日までの６日間、学年閉鎖措置といたしました。なお、休

業期間中の対象学年の感染者は、１２月１２日現在、認定こども園関係者６名、新冠小学

校関係者８名となっております。 保護者の皆様はもとより町民の皆様には、大変ご心配

をおかけしたと存じます。今後におきましても、基本的な感染症対策を徹底し、子どもの

健康保持及び感染拡大防止に努めて参りますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

次に、小学校統合に係る進捗状況について、申し上げます。去る１２月２日に、朝日小

学校の閉校に関わり、関係自治会及びＰＴＡで組織する、朝日小学校閉校記念事業実行委

員会が設立されました。実行委員会では、閉校のための記念誌や惜別行事を計画しており

ますことから、教育委員会では補助金による支援の提案をいたしました。閉校式につきま

しては、令和６年２月を予定しておりまして、閉校に関わる行事については、閉校式式典

は、町・教育委員会が行い、閉校の記念に関わる行事については、実行委員会が行うこと

で、取り進めているところでございます。また、小学校統合準備委員会会議については、

計画どおり、１０月２５日に、第３回会議を招集させていただき、保護者の皆様からご心

配をいただいております「通学バス」、「災害対応」、「交流学習」に関わる取組について、

７月１５日に朝日小学校保護者、１０月６日に新冠小学校保護者に対し説明会を開催した

ことを報告し、協議をしました。会議では、特に災害対応について、大津波を想定した際

の避難先、避難方法に対し、保護者の皆様からご意見をいただいたこと踏まえ、学校の避

難マニュアルの見直しを検討するなど協議を進めているところでございます。協議や検討

状況につきましては、広報誌等で周知するなど、引き続き保護者や地域の皆様に丁寧な説

明に努めて参りますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

次に、令和４年度新冠町少年国内研修交流事業について、申し上げます。３年ぶりの実

施となります今年度の少年国内研修交流事業は、明年１月１１日から１４日の日程で研修
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先を当初計画のとおり沖縄県とすることで取り進めております。これまで２年間事業を中

止とした経過措置として、参加者を３０名に増員し募集したところ、定員を超える応募が

ございまして、作文と面接選考により参加者を決定し、今月１日から事前研修を開始して

いるところであります。現在、国内において新型コロナウイルスの感染拡大が続いており

ますことから、事前研修、本研修ともに感染対策に努め、現地で感染した際の対応も想定

しながら、慎重に事業を進めて参ります。また、本年度は、交流先であります沖縄県金武

町中川区子ども会の３年に１度の北海道研修の年でございまして、明年、２月２３日から

２４日の日程で、引率を含め総勢２８名の研修団が来町される予定です。交流が始まりま

した平成２４年度から、当町の研修生が現地での交流会等でお世話になっておりますので、

感染対策に留意しながら、両町の子供たちにとって有意義な交流の機会となるよう準備を

進めたいと考えております。なお、受け入れは、本年度の研修生と保護者を中心にした実

行委員会を組織し、交流会を計画しておりまして、かかる経費につきまして、本定例会に

補正予算を計上させていただいておりますので、特段のご理解を賜りますようお願い申し

上げます。 

以上で、第４回定例会における教育行政報告といたします。 

○議長（荒木正光君） 教育長の行政報告が終わりました。 

暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１４分 

 

○議長（荒木正光君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

◎日程５ 報告第１０号 

○議長（荒木正光君） 日程第５、報告第１０号、例月出納検査等の結果報告についてを

議題といたします。 

監査委員より例月出納検査等の結果報告がありましたので、質疑を省略し報告のとおり

受理することといたしたいと思います。 

 

◎日程６ 報告第１１号 

○議長（荒木正光君） 日程第６、報告第１１号株式会社新冠ヒルズの経営状況及び生産

結了の報告についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

佐渡企画課長。 

○企画課長（佐渡健能君） 報告第１１号、株式会社新冠ヒルズの経営状況及び清算結了

の報告をさせていただきます。地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、株式会社

新冠ヒルズの経営状況及び清算結了について、別紙のとおり提出するものでございます。
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株式会社新冠ヒルズは、町が示した第三セクターの将来展望を受け止め、社会情勢及び経

営環境等を深慮、推し測り、会社解散の決断をし、およそ２４年間に及ぶ会社の歴史に幕

を降ろす決断を致しました。今回報告する経営状況の報告は、最終の経営報告である決算

報告と会社の残余財産の整理を終えた清算結了の報告の、２つの報告になります。なお、

いずれの報告も清算代理人である弁護士と顧問税理士によるものであることを申し添えま

す。提出のありました報告第１１号資料によりご説明致します。 

最初に決算報告をしますので、２ページをお開きください。令和３年度営業概況報告で

す。冒頭一段落目と二段落目には、会社解散の決断に至った経緯と社会的責任の全う、そ

して出資者に対する謝罪が記載されています。三段落目には、新型コロナウイルス感染症

まん延による経営環境の悪化、そして温泉揚湯ポンプ緊急停止による復旧作業のため２月、

３月の２カ月間全館休業せざるを得なかったなど、偶発的な出来事によって経営は困難を

極めた旨記載されています。また経営困難の状況は、各種の営業実績に現れ、各種営業実

績は全て前年度比大きなマイナスとなっています。下段には営業実績を記載していますの

で、後刻ご覧いただきたいと思います。結果として、４期連続の赤字となってございます。

ここで損益計算書の説明を致しますので、５ページをお開きください。なお説明に当たり

ましては、△の記載をマイナスと読み替えて説明しますので、よろしくお願い致します。

総売上高は、１億８１６５万５７６円、総売上高から売上原価と販売費及び一般管理費を

差引いた営業損失は、６８２４万４７４３円という結果でした。営業損失に営業外収益を

加算し、営業外費用を差引いた経常利益は、２３１万６１９７円ですが、令和３年度は会

社解散に伴う財産処分を行っており、固定資産除却損６３１万７１０３円、及び法人税、

住民税及び事業税１６万５０６６円を差し引いた結果、当期純損失４１６万５９７２円と

いう営業結果となっています。７ページをお開きください。株主資本等変動計算書です。

右の額上から２段目、マイナス７７８４万３９１３円は、これまでの繰越利益剰余金、即

ち累積損失の額になります。これに今申し上げました当期純損失４１６万５９７２円を加

算したマイナス８２０１万４８８５円が株式会社新冠ヒルズの最終の繰越利益剰余金、即

ち累積損失です。 

次に貸借対照表の説明をしますので、４ページにお戻りください。資産の部、流動資産

計６２６９万２３１１円、固定資産計７６１万１５２７円、資産合計７０３０万３８３８

円です。負債の部、流動負債計７８３万２２３円、固定負債計６４４８万８５００円、負

債合計７２３１万８７２３円です。純資産の部、繰越利益剰余金マイナス８２０１万４８

８５円であり、純資産合計マイナス２０１万４８８５円です。負債・純資産合計７０３０

万３８３８円。資産合計と同額です。以上が令和４年３月２９日株式会社新冠ヒルズ解散

時点における決算報告です。 

次に清算報告を致しますので、８ページをお開きください。記載の収支計算書は、全て

の清算事務を終えた後の清算結了時の収入、支出の額です。上段の表をご覧ください。解

散時点の令和４年３月２９日から同年８月３１日までの期間、清算株式会社新冠ヒルズが
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資産の処分、債権の回収、その他の行為によって得た収入の額は、３１８３万５５２６円

です。主に町からの最終の指定管理料８８４万２２４円、そのほか町へ売却した備品（Ｏ

ＰＳシステム）２２０万円となっています。下段の表をご覧ください。解散時から８月３

１日までの清算株式会社新冠ヒルズが債務の弁済、清算費用の支払い、その他の行為によ

る支出の額は、９２５３万５８１７円です。主に固定資産税、社会保険料などの未払費用

３８３万５００８円、及び長期借入金６４４８万８５００円、借受金の支出分１８１０万

２１３０円などが主だった支出となっています。最上段にあります、解散時の現金及び預

金の額６０７０万２９１円に収入額３１８３万５５２６円の合計額９２５３万５８１７円

から支出額９２５３万５８１７円を差し引いた残余財産の額は、ゼロ円となります。９ペ

ージをお開きください。清算結了時の決算報告書となります。今申し上げました収支の結

果として、３、現在の残余財産の額はゼロ円、４、株主に対する分配額はゼロ円となる清

算報告となっています。 

以上が報告第１１号、株式会社新冠ヒルズの経営状況及び清算結了の報告です。よろし

くお願い致します。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。報告第１１号については、報告

のとおり受理することといたしたいと思います。 

 

◎日程７ 認定第１号～日程１３ 認定第７号 

○議長（荒木正光君） 日程第８、認定第１号、令和３年度新冠町一般会計歳入歳出決算

認定について、日程第８、認定第２号、令和３年度新冠町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算認定について、日程第９、認定第３号、令和３年度新冠町下水道事業特別会計歳入歳

出決算認定について、日程第１０、認定第４号、令和３年度新冠町国民健康保険特別会計

事業勘定歳入歳出決算認定について、日程第１１、認定第５号、令和３年度新冠町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１２、認定第６号、令和３年度新冠

町介護サービス特別会計事業勘定歳入歳出決算認定について、日程第１３、認定第７号、

令和３年度新冠町立国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について、以上 7

件を一括議題といたします。 

ただいま議題となりました各会計決算認定は、９月１３日招集の第３回定例会において、

令和３年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会に付託された議案であります。本件の審

査が終わり、御手元に配付のとおり、議長に報告書が提出されております。審査結果につ

いて、令和３年度新冠町一般会計等決算審査特別委員会委員長の報告を求めます。 

酒井益幸委員長。 

○８番（酒井益幸君） 令和４年第３回定例会において、本特別委員会に付託された事件

の審査の結果を、新冠町議会会議規則第７７条の規定により報告いたします。なお、審査

事件審査の期間、審査の経過は、御手元に配付した印刷物のとおりでありますので、報告

を省略し、審査の結果及び付した意見を申し上げ、報告といたします。 
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審査結果、審査意見、本委員会に付託された事件は、審査の結果認定すべきものと決定

したが、次の意見を附す。令和３年度経常収支比率は８４．３％で、前年度と比較し５．

５ポイントの減となった。これは、収入では、依存財源である普通交付税が増加したこと

に加え、町税収入及びふるさと納税など寄附金の増加によるものである。自主財源の柱で

ある町税全体の収納率は、前年比１．４ポイント上昇し、９４．６％となった。収納率の

上昇は９年連続であり、継続した納税への取組が効果を上げているものと思われる。更に

ふるさと納税収入寄付金が大きく増額し、自主財源では町税に次ぐ構成割合となっている。

今後、ロシアのウクライナ侵攻や、新型コロナウイルス感染症に加え、円安による物価上

昇により、地方経済への悪影響が懸念されることから、自主財源のさらなる確保や創出に

加え、事務事業の見直しを行うなど、経常収支比率の引き下げに向けた効果的な財政運営

に期待する。 

以上で報告を終わります。 

○議長（荒木正光君） 委員長の報告が終わりました。 

これより委員長報告に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので質疑を終結いたします。 

次に、認定第１号、令和３年度新冠町一般会計歳入歳出決算認定に対し、討論の通告が

ありませんので、討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第１号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第１号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

次に、認定第２号、令和３年度新冠町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定に対し、

討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第２号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第２号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

次に、認定第３号、令和３年度新冠町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に対し、討

論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第３号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
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○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第３号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

次に、認定第４号、令和３年度新冠町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算認定

に対し、討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第４号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第４号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

次に、認定第５号、令和３年度新冠町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に対し、

討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第５号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第５号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

次に、認定第６号、令和３年度新冠町介護サービス特別会計事業勘定歳入歳出決算認定

に対し、討論の通告がありませんので、討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第６号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第６号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

次に、認定第７号、令和３年度新冠町立国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算

認定に対し、討論の通告がありませんので討論を終結いたします。 

お諮りいたします。認定第７号について、委員長の報告のとおり認定することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、認定第７号は、委員長の報告のとおり認定することに決定をいたしました。 

 

◎日程１４ 議案４６号 

○議長（荒木正光君） 日程第１４、議案第４６号、新冠町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 
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○総務課長（佐藤正秀君） 議案第４６号、新冠町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について、提案理由を申し上げます。 

新冠町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を、以下のとおり定めようとする

ものです。説明につきましては、御手元に配付しております。議案第４６号説明資料によ

り行わせていただきますのでそちらをご覧ください。 

国家公務員の給与の改定のため、本年８月、人事院より月例給及び特別給を引き上げる

勧告がなされております。これを受け、国家公務員における、一般職の職員の給与に関す

る法律の一部を改正する法律が成立・公布されたことから、当町における給与条例につい

て改正するものです。改正内容についてですが、まず（１）月例給につきましては、人事

院が行った給与実態調査において、国家公務員の月例給が民間給与を９２１円、率にして

０．２３％下回わったことを受け、一般職の大卒初任給を３０００円、高卒初任給を４０

００円引き上げるほか、俸給表のうち、３０歳台半ばまでに適用される号給に対し、平均

０．３％の引き上げ改定を行うものです。次に（２）特別給につきましては、国家公務員

の支給率が民間支給率を０．１１カ月下回ったことを受け、現行の年間４．３カ月分の支

給率を、４．４カ月分に引き上げるものです。表の上段、一般職におきましては、１２月

の勤勉手当を０．１カ月分引上げ、来年度以降は、６月及び１２月の勤勉手当をそれぞれ

０．０５カ月分引き上げる内容となっております。表の下段、再任用職員における引上げ

幅は、０．０５カ月分となりますが、一般職同様に、１２月の勤勉手当を０．０５カ月分

引き上げ、来年度以降は６月及び１２月の勤勉手当をそれぞれ０．０２５カ月分引き上げ

る内容となっております。議案書の２０ページへお戻りください。附則としまして、この

条例は公布の日から施行し、令和４年１２月１日適用されますが、第２条に規定する令和

５年度以降の勤勉手当支給率の改定は、令和５年４月１日から施行し、第１条に規定する

俸給表の改定及び令和４年１２月の勤勉手当支給率の改定は、令和４年４月１日から適用

することとしています。 

 これにより、令和４年１２月の勤勉手当支給率の改定と令和５年度以降の特勤勉手当支

給率の改定を２段階で施行するほか、俸給表の改正を令和４年４月に遡って適用する内容

となっております。 

以上が議案第４６号、新冠町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についての

提案理由です。御審議を賜り提案のとおり決定くださいますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第４６号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 
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反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） 討論を終結いたします。 

これより議案第４６号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程１５ 議案第４７号 

○議長（荒木正光君） 日程第１５、議案第４７号、新冠町特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第４７号、新冠町特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由を申し上げます。 

新冠町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例を下記のとおり定めようとするものです。説明につきましては、御手元に配付してお

ります議案第４７号説明資料により行わせていただきますので、そちらをご覧願います。   

初めに経過といたしまして、北海道町村等監査委員協議会の定例大会における決議によ

りまして、各町村の監査委員制度の充実整備のため、委員報酬の増額が求められており、

これを受け当町の委員報酬の実態を調査したところ、全道の町村平均を大きく下回るほか、

管内各町と比較しても最低であることから、報酬額の見直しを行おうとするものでござい

ます。また、監査委員報酬と同額としている農業委員及び教育委員につきましても、同様

に管内最低の状況であることから、あわせて見直そうとするものでございます。 

中段２の調査結果の表をご覧ください。現行報酬額を管内町村と比較し高い順位ごとに

並べて記載してございます。網かけの部分、当町が全ての委員区分において管内最低とな

っている状況です。この見直しに当たりまして、下段３の表に記載のとおり複数の算出方

法により検討いたしました。ＡからＥまでの３種のうち、今後推進する行財政改革を考慮

しまして、委員の管内で人口規模が同規模の、様似・えりも・平取の三町の平均による算

出方法を採用してございます。その結果、代表監査委員及び農業委員会長が、現行の月額

３万８７００円から３８００円増の４万２５００円に、議会選出監査委員、農業委員会委

員、教育委員会委員が現行の月額３万６００円から３７００円増の３万４３００円となり、

それぞれ管内７町のうち５番目の順位に引き上げることとなります。議案書の１ページに

お戻りください。附則でございます。附則といたしましてこの条例は、令和５年４月１日

から施行するものです。 
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以上が議案第４７号、新冠町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例についての提案理由です。御審議を賜り提案のとおり御決定く

ださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第４７号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ありませんので討論を終結いたします。 

これより議案第４７号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

 

◎日程１６ 議案４８号、日程１７ 議案４９号 

○議長（荒木正光君） 日程第１６、議案第４８号、新冠町職員の定年等に関する条例の

一部を改正する条例について、日程第１７、議案第４９号地方公務員法の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について。以上２件を一括議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第４８号、新冠町職員の定年等に関する条例の一部を改

正する条例について、また、関連があります、議案第４９号、地方公務員法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、一括して提案理由を

申し上げます。説明につきましては御手元に配付しております、議案第４８、４９号説明

資料により行わせていただきますので、そちらをご覧願います。 

まず、条例改正の目的についてですが、令和３年６月の地方公務員法の改正により、令

和５年度から、地方公務員の定年年齢が段階的に引上げられ、管理職として勤務する上限

年齢を定める役職定年制度の導入及び定年前再任用短時間勤務制度等が設けられたことか

ら、新冠町職員の定年等に関する条例の一部改正を行い、また、定年の段階的引上げに関

して整備が必要となる条例について、一括で所要の改正を行うものでございます。 

次に、改正内容についてです。議案第４８号新冠町職員の定年等に関する条例の一部を
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改正する条例により、（１）職員の定年年齢の引上げを行い、定年年齢を６５歳とし、定年

は令和５年度から令和１３年度にかけて、段階的に２年に１歳引上げます。（２）役職定年

制度の導入については、管理職手当を受ける管理監督職員を役職定年の対象とし、６０歳

以降は、管理職以外の職になります。（３）定年前再任用短時間勤務制度の導入については、

６０歳に達した日以後、引上げ後の定年前に退職したものを、短時間勤務の職に採用する

ことができる規定の改正を行い、また、議案第４９号、地方公務員法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定により、（１）暫定再任用制度を導入し、

定年が段階的に引上げられる計画期間においては、現行の再任用制度と同様の規定を定め

ます。（２）６０歳に到達した職員の給与については、６０歳に達した職員の給料月額は６

０歳到達前の給料月額の７割水準とする規定の改正を行います。また、（３）地方公務員法

の一部改正に伴う引用条項等の整備が必要な条例を、当条例により一括して改正いたしま

す。裏面の２ページに移りまして、このたび改正する条例及び廃止する条例は、記載のと

おりでございます。次に施行期日ですが、議案第４８、４９号の施行期日は、令和５年４

月１日からとします。ただし、議案第４８号に係る附則第１１条による、定年退職予定者

への情報提供及び意思確認行為を行うための規定については、公布の日から施行します。 

以上が議案第４８号、新冠町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について

及び議案第４９号、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定についての提案理由でございます。御審議を賜り提案のとおり御決定くだ

さいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

これより議案第４８号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。 

武田議員。 

○1 番（武田修一君） １番、武田です。趣旨としては少子高齢化ということが、言われ

ております。今後このことで、新卒者途中採用も含めて、そういった採用に影響がないか

どうかあるか。その辺りの考え方いかがでしょう。 

○議長（荒木正光君） 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 端的に申しますと、これまで退職して、その補充で新規採用

しているというこういうローテーションできておりますから、そういう意味では、定年が

６０歳から段階的で６５歳となるこの伸びる期間新規採用ということは、基本的に今まで

の形であれば、新規採用ということはないということでございます。ただし、そういった

形になりますと将来的に、組織的な年齢構成等々に支障は出てくるということと、若い職

員を採用しての人材育成ということがなかなか難しくなってきます。そういうことから、

国の方からは、職員の採用については平準化を図って、採用するようにというような通知

が来てございます。ただ御存じのとおり当町は、非常に規模が小さい自治体でございまし

て、そういう中で、定員に達してプラスアルファで職員を採用していくということは、一
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方で財政的な負担も伴うということになってきます。これについては、国の方で、そうい

ったものに係る財政措置というものが、されるのが１番よろしいんですけども、そういっ

たことの情報もとりながら、しかしながら将来的な役場の組織というものを両方考えて、

人の推移、等々を見ながら、方針等固めてまいりたいと思います。その際にはですねそう

いった方針が固まりましたらまた、議会のほうにも御相談させていただきたいと思ってご

ざいますので、今の段階では、そういった支障はあるということが、はっきりしていると

いうことでございます。 

○議長（荒木正光君） 武田議員。 

○１番（武田修一君） 今の課長の説明でよく理解はするんですけれども、少子高齢化が

ますます進んでいきます。ですからこそ若い人の採用もやはり大事になってくる。説明に

ありましたように、そのまちの活力にもやっぱりつながる存在にさらに大きくなってくる

ということですから、その辺はそのバランスって本当に難しいなと思いますけども、その

辺も、若い人の採用についても、引き続き慎重な検討は続けていきたいなというふうに思

っておりますけど如何でしょうか。 

○議長（荒木正光君） 鳴海町長 

○町長（鳴海修司君） 総務課長が申し上げましたように、国の状況だとか、町の状況を

見ながら判断していくこととなりますので、議員の希望も分かりますけども、財政的なも

の全てを見た中で進めていく形を取りたいというふうに思っておりますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（荒木正光君） ほかございませんか。 

芳住議員。 

○１０番（芳住革二君） １０番、芳住です。短時間勤務のことについてお伺いしたいん

ですけども。短時間勤務ってちょっと僕たちに、なじみのない言葉であるんですけども、

例えばどういう職を想定しているかお聞きしたい。 

○議長（荒木正光君） 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） まず、短時間勤務の制度で適用する職、これについてはです

ね特段定めがないので、調整した中で、町の求める職、希望する職、こういったマッチン

グをしながらですね、人事配置ということやっていくってことなんで、一般的に一般職の

我々一般事務職の中で、職につくと、それから短時間ということなので、我々の、通常 1

年間通して、通常の勤務時間よりも短く希望して、調整、週に何日間だとか、こういうこ

との中で希望に応じて、その方の実態に合って勤務ができるというような制度となってご

ざいます。以上です。 

○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

堤議員。 

○１１番（堤俊昭君） 説明資料の１ページの下から２行目にですね、７割水準という言

葉があるんですけれども、７割とするというんであれば十分理解出来ますけれども、水準
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の意味というふうに、今どういうふうに捉えればいいんですか。 

○議長（荒木正光君） 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 端的に言いますと７割ということでございますけども、国の

方からの通達で７割水準という言葉を使ってますんで、それを引用しているということで

ございます。 

○議長（荒木正光君） よろしいですか。 

堤委員。 

○１１番（堤俊昭君） 国がやれって言うんだからやるっていうのは分かりますけれども

ね、７割水準ですから、７割でないということも、例えば６割、例えば８割ということも

考えられるということですか。 

○議長（荒木正光君） 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） こちらは７割ということで御理解いただきたい。 

○議長（荒木正光君） よろしいですか。ほかございませんか。 

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） 討論を終結いたします。 

これより議案第４８号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第４９号に対する質疑を行います。 

発言を許可いたします。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより本案に対する討論を行います。 

反対討論の発言を許可いたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） 討論を終結いたします。 

これより、議案第４９号について採決を行います。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（荒木正光君） 全員挙手であります。 

よって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 
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昼食のため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後１２時５７分 

 

○議長（荒木正光君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 

◎日程１８ 議案第５０号 

○議長（荒木正光君） 日程第１８、議案第５０号、令和４年度新冠町一般会計補正予算

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤正秀君） 議案第５０号、令和４年度新冠町一般会計補正予算について

提案理由を申し上げます。 

１ページをお開き願います。このたびは７回目の補正となります。歳入歳出予算の補正、

第 1 条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億３１３４万５千円追加し、歳

入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６０億９５４３万４千円にしようとするものです。

初めに地方債の補正がありますので、６ページをお開き願います。 

第２表、地方債補正。１、変更でございます。起債の目的、農道保全対策事業は、辺地

債を借入れ、道営事業により実施した道道平取静内線から芽呂沢太陽線までの道路整備で、

事業費確定に伴い限度額３３８０万円を変更後１２７０万円減の２１１０万円にしようと

するもの。農業水利施設等整備事業は、緊急自然災害防止対策事業債を借入れ実施した、

明和地区明渠排水柳谷地先排水路整備工事に係る防災減災対策事業で、事業費確定に伴い

限度額１１７０万円を変更後４０万円減の１１３０万円にしようとするもの。橋梁長寿命

化事業は、道路メンテナンス補助金を活用し、辺地債を借入れ実施した、営林橋及び豊年

橋整備工事並びに、過疎債を借入れ実施した、東泊津１号橋及び中野橋整備工事、節婦小

橋調査設計業務委託の事業費確定に伴い、辺地債が１６９０万円から１８０万円増の１８

７０万円に、過疎債が８３０万円から１５０万円減の６８０万円となるもので、限度額２

５２０万円を変更後３０万円増の２５５０万円にしようとするもの。地域住宅整備事業は、

公営住宅 建設事業債を借入れ、社会資本整備総合交付金を活用して実施した、ひがつら団

地外部改修工事で、補助率の引上げによる補助金の増額及び事業費確定に伴い、限度額９

３０万円を変更後１１０万円減の８２０万円にしようとするもの。河川整備事業は、緊急

自然災害防止対策事業債を借入れ実施する、元神部川庄野地先河床洗堀防止対策工事ほか

１件に係る防災・減災対策事業に、８月大雨災害に係る町単独災害復旧事業の里平川国保

地先河床洗堀防止対策工事ほか３件を追加し、限度額９００万円を変更後７６０万円増の

１６６０万円にしようとするもの。緊急浚渫推進事業は、緊急浚渫推進事業債を借入れ実
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施する、比宇川河道内整備工事ほか２件に係る防災・減災対策事業に、８月大雨災害に係

る町単独災害復旧事業の比宇川小田島橋下流河道内整備工事ほか２件を追加し、限度額１

６４０万円を変更後１４７０万円増の３１１０万円にしようとするもの。臨時財政対策債

は、地方交付税財源の不足額を確保するために国に代わり町が発行する起債で、普通交付

税の決定に伴い、限度額４０００万円を変更後８５２万８千円減の３１４７万２千円にし

ようとするもの。現年発生補助災害復旧事業は、８月大雨災害に伴う復旧に係るもので、

８月の専決処分により国庫負担５０％を見込み発注した公共土木施設災害復旧工事査定調

査設計業務委託料のうち３０５４万７千円分が、国及び道の指導により国庫負担８０％の

対象になることとなったため、８月専決分の事業債２５９０万千円を減額し、本復旧工事

に係る公共土木施設災害復旧工事実施調査設計業務委託料に減額した委託料分３０５４万

７千円を組み入れ、合計７２９７万４千円の事業費から国庫負担金８０％分５８３７万９

千円を差引いた１４５９万５千円を起債の対象とするもので、限度額２５９０万円を変更

後１１４０万円減の１４５０万円にしようとするものです。 

次に、事項別明細書、歳出より説明致しますので、１６ページをお開き願います。はじ

めに、人件費に係る補正のうち、人事院勧告に基づく給与改定分の影響額として、期末手

当を０．１カ月分引上げとともに、初任給及び若年層の俸給月額引上げにより、一般会計

全体で２節給料が１２０万３千円、３節職員手当が４０４万２千円、４節共済費が８０万

７千円、１８節負担金補助及び交付金が９万９千円それぞれ増額、合計で６１５万１千円

の増額となっております。また、１０節需用費の光熱水費及び燃料費の増額につきまして

は、各価格の高騰によるもので、当初予算編成時の令和３年１１月時点と本年１１月時点

の単価の差額と年間使用量の実績見込みにより算出しております。電気は、契約種別や契

約容量等により異なりますが、高圧契約で３０～４０％程度上昇、低圧契約で２０～３０％

程度上昇しており、燃料関係では、ガソリンがリッター当たり１９円５８銭、約１３％上

昇、軽油がリッター当たり１８円７０銭、約１５％上昇、重油がリッター当たり３５円７

５銭、約３７％上昇、灯油がリッター当たり３３円３３銭、約３３％の上昇となっており、

一般会計全体で電気料が１９９６万７千円、燃料費が１１８０万５千円それぞれ増額、合

計で３１７７万２千円の増額となっております。人件費及び、需用費の光熱水費並びに燃

料費の増額については、只今申し上げた理由でございますので、各目における説明は省略

させていただきますので、ご了承願います。それでは、説明に入ります。 

１款議会費、１項議会費、１目議会費１１万２千円の追加は、給与改定によるもの。１

７ページに移ります。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費４９３５万円の追加。

７節報償費３７１８万円の増額及び、１１節役務費７６６万円の増額は、ふるさと納税寄

附金１億２千万円の増額を見込み、返礼の特典購入費及び収納代理業者決済手数料等を計

上。これにより、ふるさと納税寄附額の累計は２億２千万円を見込むことになります。１

２節委託料１０９万９千円の増額は、令和５年度当初予算から予算書の様式を事業別予算

書に変更するため、システム改修を行うもの。これにより、より分かり易くなるとともに
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提案説明の簡素化及び、時間の短縮を図ろうとするものでございます。３目財産管理費９

０万４千円の減は、入札による執行残。１８ページに移ります。５目企画費６６７万円の

追加。１０節需用費５３万３千円の増額は、コミュニティバス車両の修繕増加によるもの

で、詳細は、説明資料１ページのとおりです。１１節役務費６３万７千円の増額は、道道

の支障移転及びＮＴＴ柱建替えに伴う光ケーブル移設等手数料を計上。詳細は、説明資料

２ページのとおりです。なお、道道の支障移転に対し、３２万３千円が補償費として歳入

となります。２４節積立金５５０万円の増額は、企業版ふるさと納税寄附金として法人２

社からの寄附金を積み立てるものです。８目諸費３２万６千円の追加は、１８節負担金補

助及び交付金で、街路灯組合運営費補助金２５万５千円の増額は、電気料の値上げによる

もの。街路灯新設改良事業補助金７万１千円の増額は、既存街路灯１灯の故障に伴う改良

に対するもので、詳細は、説明資料３ページのとおりです。９目財政調整基金費７万２千

円の追加は、新栄及び緑丘の町有地、延べ２万２６８８㎡の売払い収入を基金へ積立てる

もの。１１目ふるさとづくり基金費９５８５万円の追加は、２４節積立金で、１つ目に、

ふるさと納税寄附金分として、寄附金額１億２千万円の増額を見込み、返礼特典品購入費

３７１８万円及び収納代理業者決済手数料等７６６万円を差引いた７５１６万円の増額。

２つ目に、ふるさと納税以外の寄附金分として、個人３名から頂いた２００９万円の増額。

３つ目に、奨学金貸付金の一括返還分として、１名分６０万円の増額です。１９ページに

移ります。２項徴税費、１目税務総務費５８万４千円の追加は、給与改定によるもの。２

目賦課徴収費４７万６千円の追加は、収納代理金融機関として新たに日高信用金庫を追加

したことから、口座振替に係るシステム調整及び事前テスト用ファイル作成等の業務を委

託するもので、詳細は、説明資料４ページのとおりです。３項戸籍住民基本台帳費、１目

戸籍住民基本台帳費９万５千円の追加は、給与改定によるもの。２０ページに移ります。

４項選挙費、３目北海道知事・道議議員選挙費３７０万３千円の追加は、令和５年４月９

日執行の知事及び道議選挙に係る増額で、令和５年３月３１日までの執行予定分を計上。

２１ページに移ります。５項統計調査費、１目指定統計調査費５万２千円の減は、統計調

査費交付金の決定に伴うもの。２２ページに移ります。３款民生費、１項社会福祉費、１

目社会福祉総務費１６８６万８千円の追加。１８節負担金補助及び交付金４１万３千円の

増額は、社会福祉協議会補助金で、町職員の給与改定に準じた人件費等の増額及び、ふれ

あいフェスタ中止による減額等となっており、詳細は、説明資料５ページのとおりです。

１９節扶助費１４８８万１千円の追加。更生医療給付金１１０６万４千円の増額は、対象

者が２名増加したことによるもので、詳細は、説明資料６ページのとおりです。障害児通

所給付費等支給費３８１万７千円の増額は、実利用者が８名増加したことによるもので、

詳細は、説明資料７ページのとおりです。２７節繰出金１０２万１千円の増額は、国民健

康保険特別会計で説明いたします。２目老人福祉費１１８８万３千円の追加。１２節委託

料２５５万円の増額。ふれあい夕食事業委託料１２９万３千円の増額は、配食見込数の増

加によるもの。高齢者等生活援助事業委託料１２５万７千円の増額は、介護収入の減及び
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給与改定に準じた人件費の増額等で、詳細は、説明資料８ページのとおりです。１８節負

担金補助及び交付金８９万２千円の増額は、派遣職員の人件費差額分及び給与改定による

もので、詳細は、説明資料９ページのとおりです。２７節繰出金８４４万１千円の増額は、

介護サービス特別会計で説明いたします。３目後期高齢者医療費２１０万９千円の減。１

８節負担金補助及び交付金８５万円の増額は、療養給付費負担金で令和４年度負担金確定

によるもの。２７節繰出金２９５万９千円の減額は、後期高齢者医療特別会計で説明いた

します。２３ページに移ります。４目地域包括支援センター費３５６万８千円の追加。２

節給料から４節共済費までの増額は、恵寿荘から保健福祉課への人事異動による１名増員

及び、給与改定によるもの。１２節委託料７２万７千円の増額。介護予防サービス計画費

委託料６８万６千円の増額は、新規利用者の増加及び居宅介護支援事業所の変更による委

託連携加算の増加によるもので、詳細は、説明資料１０ページのとおりです。生活支援体

制整備事業委託料４万１千円の増額は、給与改定に準じた社協職員の人件費分。５目老人

福祉施設費１７８万２千円の追加は、新冠・節婦両老人憩の家並びに高齢者共同生活施設

に係る、電気料及び燃料費の高騰によるもの。６目社会福祉施設費４１万８千円の減は、

入札による執行残。７目生活館費９万２千円の追加。４節共済費１万４千円の増額は、会

計年度任用職員の標準報酬変更によるもの。２４ページに移ります。２項児童福祉費、２

目児童福祉施設費４１万８千円の減は、児童館の会計年度任用職員１名が６月３０日に退

職し、後任の採用が９月９日になったことによる不用額の減額。２５ページに移ります。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費１０７万円の追加は、給与改定及び燃

料費の高騰によるもの。２目予防費３１万２千円の追加。１２節委託料２３万１千円の増

額は、各種健診等の受診者数が増加したもので、詳細は、説明資料１１ページのとおりで

す。２２節償還金利子及び割引料８万１千円の増額は、令和３年度に概算受領した風しん

抗体検査補助金について、件数の確定により減少分を返還するもの。３目環境衛生費７３

万５千円の減。４節共済費２万６千円の減額は、会計年度任用職員の標準報酬変更による

もの。１８節負担金補助及び交付金１２６万８千円の減。町内住宅等蜂の巣駆除補助金２

７万９千円の減額は、駆除件数減少によるもの。合併処理浄化槽設置整備事業補助金１４

８万９千円の減額は、事業実績に基づくもので、詳細は、説明資料１２ページのとおりで

す。危険空家等除却補助金５０万千円の増額は、家屋１棟の追加によるもので、詳細は、

説明資料１３ページのとおりです。４目診療所費２２８９万６千円の減額は、２７節繰出

金で、国保診療所特別会計で説明いたします。２６ページに移ります。２項清掃費、１目

清掃総務費９４０万６千円の追加は、日高中部衛生施設組合負担金で、電気料及び燃料費

の高騰によるものです。３項水道費、１目地区水道費２９万２千円の追加は、８月大雨に

よる里平水源地管理道路流出復旧費等に係る負担金の増額です。２目簡易水道費９９万１

千円の減は、２７節繰出金で、簡易水道事業特別会計で説明いたします。２７ページに移

ります。５款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費６２万５千円の追加。１１節

役務費９万２千円及び１７節備品購入費４２万９千円の増額は、全額道費補助により実施
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する農業委員会情報収集等業務効率化支援事業に係る、タブレット１１台購入とその通信

料等を新たに計上するもので、詳細は、説明資料１４ページのとおりです。２目農業総務

費１９７万９千円の追加。１８節負担金補助及び交付金１７６万９千円の増額は、全額国

庫補助により実施する経営所得安定対策交付金手続きのオンライン化に向けた、システム

移行に係る補助金を新たに計上するもので、詳細は、説明資料１５ページのとおりです。

３目農業振興費１３２１万８千円の減。１２節委託料１６万５千円の減額及び、１４節工

事請負費６４万２千円の減額は、入札による執行残。１６節公有財産購入費２４万円の増

額は、排水路敷地用地買収に係るもの。１８節負担金補助及び交付金１２７０万４千円の

減額は、事業費の確定によるもの。２８ページに移ります。５目牧野管理費１０８万６千

円の追加。１節報酬１０５万５千円の増額は、募集していた月額の会計年度任用職員が採

用に至らなかったため、日額の会計年度任用職員に変更して対応するもの。２節給料から

４節共済費までの減額は、会計年度任用職員の未採用１名分及び、２名退職によるもの。

８節旅費１万５千円の増額。費用弁償８万４千円の増額は、日額の会計年度任用職員に係

る通勤の費用弁償。普通旅費６万９千円の減額は、新型コロナの影響により枝肉視察中止

によるもの。１０節需用費６０４万８千円の増額は、いずれも価格高騰によるもの。１４

節工事請負費１６万５千円の減額は、入札による執行残。１８節負担金補助及び交付金２

万３千円の増額は、ヨーネ病自主検査対策補助金で放牧預託頭数の増加によるもの。２９

ページに移ります。２項林業費、１目林業振興費１７万５千円の追加は、給与改定による

もの。４目森林公園費５９万５千円の減は、入札による執行残。３項水産業費、１目水産

業振興費５万１千円の追加は、給与改定によるもの。３０ページに移ります。６款商工費、

１項商工費、２目観光費６４９万８千円の追加。１２節委託料６１５万８千円の増額は、

新冠温泉の旧指定管理者である新冠ヒルズが販売した割引入浴回数券の、令和４年４月１

日以降の利用者使用分については、現指定管理者の北海道ホテル＆リゾートの収入の減と

なることから指定管理料により補填するもので、詳細は、説明資料１６ページのとおりで

す。３１ページに移ります。７款土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費１１万円

の減は、入札による執行残。２目道路維持費２万円の減。１０節需用費２２万２千円の増

額は、公用車用燃料費で、８月大雨災害に伴い公用車の運行が大きく増加したことによる

もの。１２節委託料４０万１千円の減額は、入札による執行残。１６節公有財産購入費１

５万９千円の増額は、町道未処理用地買収に係るもの。３目道路新設改良費３万９千円の

減。１４節工事請負費３９万７千円の減額は、入札による執行残。３２ページに移ります。

２項河川費、１目河川総務費２２９８万４千円の追加。１２節委託料５万２千円の減額は、

入札による執行残。１４節工事請負費２２３７万６千円の増額は、８月大雨災害に係る町

単独災害復旧事業について、財政措置のある緊急浚渫推進事業債及び緊急自然災害防止対

策事業債を活用して事業を実施するもので、緊急浚渫推進事業として、比宇川小田島橋下

流河道内整備工事ほか２件、詳細は、説明資料１７ページ、緊急自然災害防止対策事業と

して、里平川国保地先河床洗堀防止対策工事ほか３件、詳細は、説明資料１８ページのと
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おりで、合計２２４５万円を増額するほか、入札による執行残７万４千円を減額するもの。

１５節原材料費６６万円の増額は、大雨洪水監視用の量水標３枚、水位標示板４枚購入に

係るもの。３項住宅費、１目住宅管理費１５０万円の追加は、公営住宅の退去５戸に伴う

退去後の室内修繕に係るもの。２目住宅建設費１２０万３千円の追加。１２節委託料１６

３万７千円の増額は、次年度に予定していた、ひがつら団地外部改良工事耐力度調査業務

及び改良住宅用途廃止アスベスト含有調査業務に対する補助が、本年度において補助率４

５％が５０％に引上げとなることから、事業を前倒しして実施するもの。１４節工事請負

費５５万円の減額は、入札による執行残。３３ページに移ります。４項下水道費、１目下

水道整備費７１万８千円の減は、２７節繰出金で、下水道事業特別会計で説明いたします。 

８款消防費、１項消防費、１目常備消防費１２２万８千円の減は、１８節負担金補助及び

交付金で、日高中部消防組合本部経費負担金２１万７千円の増額は、給与改定及び電気・

燃料費の高騰によるもの。日高中部消防組合支署経費負担金１４４万５千円の減額は、歳

入における前年度繰越金２９１万円増額の予算化と、歳出の給与改定による１４６万５千

円増額の差引き額を計上。３４ページに移ります。９款教育費、１項教育総務費、２目事

務局費５５６万２千円の減。１３節使用料及び賃借料２０万円の減額は、校務支援システ

ムの導入で、６月から７月に変更となり、１カ月分が不要となったことによるもので、詳

細は、説明資料１９ページのとおりです。１８節負担金補助及び交付金４４万千円の増額。

教育振興補助金５０万円の増額は、男子バレー部及び卓球部の全道大会出場経費に対する

補助金で、詳細は、説明資料２０ページのとおりです。２０節貸付金６２８万８千円の減

額は、奨学金の貸付が、当初見込みより１０名少なかったことによるもので、詳細は、説

明資料２１ページのとおりです。３目住宅費１２万１千円の減は、教員住宅改修工事の入

札による執行残で、詳細は、説明資料２２ページのとおりです。３５ページに移ります。

２項小学校費、１目学校管理費４３６万２千円の追加は、電気料及び燃料費の高騰による

もの。３項中学校費、１目学校管理費３３６万４千円の追加は、電気料及び燃料費（灯油）

の高騰によるもの。３６ページに移ります。４項認定こども園費、１目認定こども園費１

４９万６千円の減。１節報酬４７万１千円の増額は、職員の病気休暇に対応するパート職

員に係るもの。２節給料から４節共済費までの減額は、欠員となっている保育教諭１名が

採用に至らなかったことによる減額及び、職員の育休に伴う会計年度任用職員１名増員並

びに、給与改定による増額の差引額です。８節旅費１万６千円の増額は、代替パート職員

の勤務回数増加に伴う通勤の費用弁償。３７ページに移ります。５項社会教育費、１目社

会教育総務費７３万９千円の追加は、給与改定によるもの。３８ページに移ります。２目

レ・コード館事業推進費６５万９千円の追加。２節給料から４節共済費までの減額は、会

計年度任用職員２名の退職によるもの。１２節委託料３０万９千円の減額及び、１４節工

事請負費７７万円の減額は、入札による執行残。３目図書費４万１千円の追加は、会計年

度任用職員の標準報酬変更に伴う増額です。３９ページに移ります。４目青少年育成費１

９万５千円の追加は、沖縄県金武町中川地区子ども会受入事業に係る補助金の増額で、詳
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細は、説明資料２３ページのとおりです。５目郷土資料館費１６万８千円の追加。１１節

役務費５千円の減額は、事業の合同実施により傷害保険料が不要となったことによるもの。

６目青年の家費４３万５千円の追加は、電気料及び燃料費の高騰によるもの。７目町民セ

ンター費１４３万７千円の追加。修繕料４１万８千円の増額は、トレーニングルームラン

ニングマシン１台の故障に対応するもので、詳細は、説明資料２４ページのとおりです。

４０ページに移ります。６項保健体育費、１目保健体育総務費２９万５千円の追加は、給

与改定によるもの。２目体育施設費２０万２千円の追加は、スポーツセンターに係る燃料

費の高騰によるもの。７項学校給食費、１目学校給食費４８万９千円の追加は、燃料費高

騰による増額で、詳細は、説明資料２５ページのとおりです。４１ページに移ります。１

０款災害復旧費、１項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生災害復旧費３１１１万７千

円の追加は、去る８月１５日～１６日の大雨災害に伴う復旧に係るもの。１２節委託料３

１３０万５千円の増額は、８月の専決処分により国庫負担５０％を見込み発注した、公共

土木施設災害復旧工事査定調査設計業務委託料のうち３０５４万７千円分が、国及び道の

指導により国庫負担８０％の対象になることとなったため、入札執行残と合わせ４１６６

万９千円を減額し、本復旧工事に係る、公共土木施設災害復旧工事実施調査設計業務委託

料に、減額した３０５４万７千円分を組み入れ、合計７２９７万４千円を増額するもので、

詳細は、説明資料２６ページのとおりです。１３節使用料及び賃借料１８万８千円の減額

は、実施確定による執行残。１１款公債費、１項公債費、１目元金１４万６千円の追加は、

平成２４年度臨時財政対策債について、借入から１０年が経過したことによる利率見直し

に伴う元金償還の増額です。２目利子７１万円の追加は、平成２４年度臨時財政対策債に

ついて、同じく１０年が経過したことによる利率見直しに伴い３１万２千円が減額、また

未確定であった令和３年度借入分利率確定に伴い１０２万２千円が増額、この差引分を計

上しています。 

次に、歳入について、説明いたしますので、９ページをお開き願います。１０款地方交

付税、１項地方交付税、１目地方交付税２９３５万１千円の追加は、交付額の決定による

もの。１２款分担金及び負担金、１項負担金、２目教育費負担金１１２万４千円の減は、

認定こども園における有料入園児の減少等に伴う保育料の減額です。１３款使用料及び手

数料、２項手数料、２目民生手数料６０万１千円の追加は、ふれあい夕食利用食数増加に

伴うものです。１０ページに移ります。１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費

国庫負担金７６３万７千円の追加。国民健康保険基盤安定費負担金７万８千円の増額は、

保険者支援分に対するもの。自立支援医療費更生医療負担金５５３万１千円の増額は、更

生医療給付費に対するもの。障害児通所給付費等負担金１９０万８千円の増額は、障害児

通所給付費等支給費に対するもの。未就学児均等割保険料負担金１２万円の増額は、未就

学児均等割２分の１軽減に対するもの。３目災害復旧費国庫負担金３２４７万４千円の追

加は、災害復旧工事実施調査設計委託料に対するもの。２項国庫補助金、３目衛生費国庫

補助金３９万４千円の減は、合併処理浄化槽設置整備補助事業の実績に基づく交付金の減
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額です。４目土木費国庫補助金１４７万１千円の追加は、ひがつら団地外部改修工事及び

団地耐力度調査に対する補助率の引上げ５％分及び、団地耐力度調査業務、アスベスト含

有調査業務前倒し分に係るもの。１１ページに移ります。１５款道支出金、１項道負担金、

１目民生費道負担金２００万２千円の追加。国民健康保険基盤安定費負担金９万２千円の

増額は、保険者支援分及び保険税軽減分に対するもの。自立支援医療費更生医療負担金２

７６万６千円の増額は、更生医療給付費に対するもの。後期高齢者医療基盤安定費負担金

１８６万９千円の減額は、負担金の額の確定に伴うもの。障害児通所給付費等負担金９５

万４千円の増額は、障害児通所給付費等支給費に対するもの。未就学児均等割保険料負担

金５万９千円の増額は、未就学児均等割２分の１軽減に対するもの。２項道補助金、２目

民生費道補助金１５万円の追加は、福祉医療システム改修費に対するもの。４目農林水産

業費道補助金２２８万９千円の追加。経営所得安定対策推進事業補助金１７６万９千円の

増額は、経営所得安定対策直接支払推進事業に対するもの。農業委員会情報収集等業務効

率化支援事業交付金５２万円の増額は、歳出計上の同事業に対するもの。１２ページに移

ります。３項道委託金、１目総務費道委託金３６５万１千円の追加。４節統計調査費道委

託金５万２千円の減額は、交付金の決定によるもの。５節選挙費道委託金３７０万３千円

の増額は、歳出計上の知事・道議選挙費と同額を計上。１６款財産収入、１項財産運用収

入、２目利子及び配当金１万２千円の減は、苫小牧信用金庫に対する出資金返還に伴う配

当金の減額です。２項財産売払収入、２目不動産売払収入７万２千円の追加は、新栄及び

緑丘の町有地売払収入です。１３ページに移ります。１７款寄附金、１項寄附金、２目指

定寄附金１億４５５９万円の追加。ふるさと納税対象外の寄附金２００９万円の増額は、

個人３名からのもの。ふるさと納税寄附金１億２千万円の増額は、実績見込みによるもの。

企業版ふるさと納税寄附金５５０万円の増額は、２法人からのもの。１８款繰入金、１項

基金繰入金、１目ふるさとづくり基金繰入金６２８万８千円の減は、奨学金の貸付金減額

によるもの。４目財政調整基金繰入金２７３０万９千円の追加は、歳入歳出差引で生じた

財源不足分について繰入れるもの。２０款諸収入、３項貸付金元利収入、５目奨学金貸付

金元金収入６０万円の追加は、一括返還１名分の増額です。１４ページに移ります。４項

雑入、５目雑入１０１万９千円の減。測量費負担金１４万３千円の増額は、新栄の町有地

売買に係る分筆測量費折半分。支障移転補償金１０５万８千円の増額は、道道整備事業及

び道営事業に係るもの。退職手当組合精算還付金２９０万６千円減額は、割愛職員に係る

退職負担金の増額に伴うもの。介護予防サービス計画費６８万６千円の増額は、介護予防

サービス計画費委託料に対するもの。５項受託事業収入、１目受託事業収入１４８万７千

円の減。介護予防地域支援事業受託事業収入４万１千円の増額は、生活支援体制整備事業

委託料に対するもの。和牛センター預託料１５２万８千円の減額は、預託牛の受入れがな

かったことによるもの。１５ページに移ります。２１款町債、１項町債、３目農林水産業

債から７目災害復旧債までの８事業債につきましては、６ページの地方債の補正で説明し

たとおりですので省略させて頂きます。 
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以上が議案第５０号、令和４年度一般会計補正予算についての提案理由であります。ご

審議を賜わり提案のとおり御決定下さいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第１９ 議案第５１号及び日程第２０ 議案第５２号 

○議長（荒木正光君） 日程第１９、議案第５１号、令和４年度新冠町簡易水道事業特別

会計補正予算、日程第２０、議案第５２号、令和４年度新冠町下水道事業特別会計補正予

算、以上２件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

関口建設水道課長。 

○建設水道課長（関口英一君） 議案第５１号、令和４年度新冠町簡易水道事業特別会計

補正予算についての提案理由を申し上げます。 

１ページをお開きください。令和４年度新冠町簡易水道事業特別会計補正予算。このた

びは、第２回目の補正となります。歳入歳出予算の補正第１条、既定の歳入歳出予算の総

額に、歳入歳出それぞれ４５６万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それ

ぞれ２億６５７８万９千円にしようとするものです。事項別明細書、歳出より説明申し上

げますので、６ページをお開き下さい。３、歳出、１款総務費、１項総務管理費、１目一

般管理費、８万８千円の追加。３節職員手当等及び４節共済費の増額は、給与改定による

もの。２款施設費、１項施設費、１目維持費、４４７万３千円の追加。１０節需用費５４

２万６千円の増額は、電気料単価増による執行見込み額。１２節委託料６７万１千円の減

額は、水質検査業務委託ほか１件の業務委託の入札による執行残。１４節工事請負費１６

７万２千円の減額は、共栄浄水場膜ろ過モジュール更新外工事ほか６件の工事の入札によ

る執行残。１５節原材料費１３９万円の増額は、メーター器交換材料購入の入札による執

行残１６９万円と施設維持管理用材料代３０８万円増額は、太陽浄水場における平成２６

年度稼動、前処理装置のエアリフト管が経年劣化により、管に穴が生じ機能が十分発揮で

きないため、エアリフト管を購入するものです。 

 次に、歳入について、説明いたしますので、５ページをお開き下さい。２、歳入、２款

繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金９９万１千円の減。歳入歳出精査に伴

う、剰余金を、一般会計に繰り戻すもの。３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金５５５万

２千円の追加。前年度繰越金の財源化です。 

以上議案第５１号、令和４年度、新冠町簡易水道事業特別会計補正予算について提案理

由を申し上げました、ご審議を賜り提案どおりご決定下さいますよう、お願い申し上げま

す。 

引き続き、議案第５２号の提案理由を申し上げますので、お開き願います。 

議案第５２号、令和４年度新冠町下水道事業特別会計補正予算についての提案理由を申

し上げます。１ページをお開き下さい。令和４年度新冠町下水道事業特別会計補正予算。
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この度は、第２回目の補正になります。歳入歳出予算の補正第１条。既定の歳入歳出予算

の総額から、歳入歳出それぞれ７７万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ ２億１０３４万円にしようとするものです。地方債の補正がありますので、３

ページをお開き下さい。第２表、地方債補正。１、変更です。起債の目的、下水道施設整

備事業は、社会資本整備総合交付金事業を活用して実施した、新冠町特定環境保全公共下

水道事業認可変更業務委託ほか２件に係るもので、限度額２２５０万円を変更後３０万円

減の２２２０万千円に変更しようとするもので、事業費確定に伴う減額です。なお、起債

の方法、利率、償還方法については、変更ありません。事項別明細書、歳出より説明いた

しますので、７ページをお開き願います。３、歳出、１款下水道費、１項下水道費、１目

一般管理費５万２千円の追加。３節職員手当等及び４節共済費の増額は、給与改定による

もの。２目施設管理費１１万５千円の追加。１０節需用費３６万８千円の増額は、電気料

単価増による執行見込み額によるもの。１２節委託料２５万３千円の減額は、管路施設維

持管理業務委託料、ポンプ場管理業務委託料の入札による執行残。３目下水道建設費９９

万円の減。１２節委託料２９万７千円の減額は、新冠町特定環境保全公共下水道事業認可

変更業務委託の入札による執行残。１４節工事請負費６９万３千円の減額は、節婦町№２

マンホールポンプ所外汚水ポンプ改築及び長寿命化工事のほか１件の入札による執行残。

２款公債費、１項公債費、２目利子５万円の追加。２３節償還金利子及び割引料５万円の

追加は、長期債償還利子の令和３年度借入起債の利率が確定したものです。 

次に、歳入について、説明いたしますので、６ページをお開き下さい。２、歳入。２款

国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道費国庫補助金４４万７千円の減。新冠町特定環

境保全公共下水道事業認可変更業務委託ほか工事２件に係る事業費の確定によるもの。３

款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金７１万８千円の減。歳入歳出精査に

伴う剰余金を一般会計に繰り戻すもの。４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金６９万２千

円の追加。前年度繰越金の財源化です。５款町債、１項町債、１目下水道債３０万円の減。

地方債の補正で説明申し上げたとおり、事業費の確定等によるものです。 

 以上議案第５２号、令和４年度新冠町下水道事業特別会計補正予算について、提案理由

を申し上げました。ご審議を賜り提案どおりご決定下さいますよう、お願い申し上げます。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第２１ 議案第５３号及び日程第２２ 議案第５４号 

○議長（荒木正光君） 日程第２１、議案第５３号、令和４年度新冠町国民健康保険特別

会計事業勘定補正予算、日程第２２、議案第５４号令和４年度新冠町後期高齢者医療特別

会計補正予算。以上２件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

鷹觜保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鷹觜寧君） 議題第５３号、令和４年度新冠町国民健康保険特別会計事
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業勘定補正予算につきまして提案理由を申し上げます。１ページをお開き下さい。今回の

予算補正は２回目の補正でございます。令和４年度 新冠町国民健康保険特別会計事業勘

定補正予算を次のとおり 定めようとするものでございます。歳入歳出予算の補正第１条、

既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１０５０万６千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億６１３３万８千円とするものでございます。 

補正内容につきまして、事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、６ページをお

開き下さい。１款総務費、１項総務管理費、２目連合会負担金１６万５千円の追加。１８

節負担金補助及び交付金１６万５千円の追加は、未就学児均等割保険料の２分の１軽減制

度の創設に伴い、国保事業報告システム改修を実施したもので連合会への負担金です。歳

入予算では同額を特別調整交付金として予算計上しております。５款保健事業費、１項１

目共に特定健康診査等事業費１４万１千円の追加。１２節特定健診委託料で、受診者数に

ついて当初受診率２９％を見込んでおりましたが、受診率を３０％として委託料１４万１

千円を補正するものです。７款諸支出金、 １項償還金及び還付加算金、２目償還金１４

万５千円の追加。２２節償還金利子及び割引料１４万５千円の追加は、令和３年度分特定

健診道補助金で、受診者数の確定により返納するものです。７ページをお開き下さい。４

項繰出金、１目直営診療施設勘定繰出金、１１６９万２千円の減額。２７節繰出金は、国

保診療所入院患者の減少に伴う減額で、詳細は国保診療所会計で行います。２目国民健康

保険財政安定化基金積立金７３万５千円の追加。２４節積立金は、歳入歳出の余剰金７３

万５千円を基金に積立するものです。続きまして歳入についてご説明いたしますので、５

ページにお戻り願います。３款道支出金、１項道負担金、１目保険給付費等交付金１１５

２万７千円の減額。２節保健給付費等特別交付金歳出で予算計上しました国保事業状況報

告システム改修費１６万５千円の追加分と 直営診療施設交付金として国保診療所へ対す

る交付金１１６９万２千円の減額分でございます。５款繰入金、１項他会計繰入金、１目

一般会計繰入金１０２万１千円の追加。１節 保険基盤安定繰入金２２万８千円の追加は、

低所得者の保険税軽減分として一般会計から繰入する負担金の確定による増。２節未就学

児均等割保険料繰入金２４万千円の追加は、未就学児の均等割保険税の２分の１を繰入す

るもの。３節その他一般会計繰入金５５万３千円の追加は、国保被保険者のうち高齢者が

占める割合が全国平均の８割を超える市町村に交付される国保安定化支援事業分を繰入す

るものです。 

以上が議案第５３号の提案理由でございます。ご審議を賜わり提案のとおりご決定下さ

いますよう、お願い申し上げます。 

続きまして、議案第５４号の提案理由をご説明いたしますので議案をお開き願います。

議案第５４号、令和４年度新冠町後期高齢者医療特別会計補正予算について、提案理由を

ご説明いたします。１ページをお開き下さい。今回は１回目の補正でございます。令和４

年度新冠町後期高齢者医療特別会計補正予算を次のとおり定めようとするものでございま

す。歳入歳出予算の補正第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２８４
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万３千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、８４４６万４千円とするも

のでございます。 

それでは、補正内容を歳出からご説明いたしますので、６ページをお開き願います。２

款１項１目ともに後期高齢者医療広域連合納付金２８４万３千円の減額。１８節負担金補

助金及び交付金２８４万３千円の減は、事務費負担金３５万１千円及び保険基盤安定分負

担金２４９万２千円。ともに後期高齢者広域連合への負担額の確定による減額でございま

す。続きまして、歳入についてご説明いたしますので、５ページをお開き願います。３款

繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費繰入金４６万７千円の減額は、広域連合へ納付

する事務費負担金及び一般会計が負担する事務費の確定による減額でございます。２目保

険基盤安定繰入金２４９万２千円の減額は、低所得者へ対する保険料軽減分を、一般会計

から繰入するもので、歳出と同額を減額するものです。４款１項１目ともに繰越金１１万

６千円の追加。前年度繰越金の財源化です。 

以上が議案第５４号の提案理由でございます。ご審議を賜わり提案のとおりご決定下さ

いますよう、お願い申し上げます。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第２３ 議案第５５号 

○議長（荒木正光君） 日程第２３、議案第５５号、令和４年度新冠町介護サービス特別

会計事業勘定補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

竹内老人ホーム所長。 

○特別養護老人ホーム所長（竹内修君） 議案第５５号、令和４年度新冠町介護サービス

特別会計事業勘定補正予算の提案理由についてご説明申し上げます。１ページをお開きく

ださい。この度は２回目の補正でございます。歳入歳出予算の補正第１条。既定の歳入歳

出予算の総額から歳入歳出それぞれ４６２万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ３億３万２千円としようとするものです。 

それでは、事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、７ページをお開きください。

３、歳出。１款総務費、１項一般管理費、１目施設介護サービス事業費５５５万４千円の

減額。１節報酬７３万５千円の減は、パートタイム会計年度任用職員１名の退職による減

額。２節給料から４節共済費までは、職員１名の人事異動による減額。１０節需用費５３

万６千円の減。消耗品費、賄材料費は、入所者５０人での運用に伴う減額。光熱水費、燃

料費の増額は、電気料及び重油の単価値上がりによるもの。１２節委託料６６万５千円の

減は、入所者減少に伴う清掃業務委託料及び医師派遣委託料の減額。１３節使用料及び賃

借料２１万６千円の減は、入所者減少による寝具借上料の減額。１８節負担金補助及び交

付金４万円の減は、人件費の調整による減額。８ページをお開きください。２目短期入所

生活介護事業費９３万円の追加。３節職員手当、４節共済費は、人件費の調整による増額。
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１０節需用費８２万７千円の増。光熱水費、燃料費の増額は電気料及びＡ重油の単価値上

がりによるもの。「賄材料費」は利用者増加による増。１３節使用料及び賃借料６万１千円

の増は、利用者増加による寝具借上料の増額。 

次に、歳入についてご説明いたしますので、５ページをお開きください。２、歳入。１

款サービス収入、１項介護給付費収入、１目施設介護サービス費収入１６５６万９千円の

減。入所者５０人での運用に伴うサービス費収入の減。２目居宅介護サービス費収入４６

８万６千円の増。ショートステイ利用者の増に伴う収入増加。２項自己負担金収入、１目

自己負担金収入１５３万２千円の減。入所者減少に伴う自己負担金収入の減額、ショート

ステイ及び介護予防ショートステイ利用者の増に伴う自己負担金収入の追加。３項特定介

護サービス費収入、１目施設特定介護サービス費収入３９７万円の減。入所者減少に伴う

補足給付費収入の減額。２目居宅特定介護サービス費収入４１万７千円の減。ショートス

テイ及び介護予防ショートステイ利用者の所得階層変動に伴う補足給付費収入の減額。次

に６ページに移ります。２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金８４４万

１千円の追加。歳入歳出精査に伴う不足額を一般会計から繰り入れるもの。３款繰越金、

１項１目１節いずれも繰越金４５５万６千円の追加。前年度繰越金の残額を全額予算化す

るもの。４款諸収入、１項雑入、１目 雑入１８万１千円の追加。入所者の減少に伴う負

担金の減。デイサービスセンター光熱水費の増は、電気料及び重油単価の値上がりによる

もの。 

以上が議案第５５号の提案理由の説明でございます。ご審議を賜り提案どおりご決定く

ださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎日程第２４ 議案第５６号 

○議長（荒木正光君） 日程第２４、議案第５６号、令和４年度新冠町立国民健康保険診

療所事業特別会計補正予算を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

杉山診療所事務長。 

○国保診療所長（杉山結城君） 議案第５６号、令和４年度新冠町立国民健康保険診療所

事業特別会計補正予算について提案理由を申し上げます。議案の１ページをご覧下さい。

今回は第２回目の補正になります。第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それ

ぞれ１３０９万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億６３２４万

６千円にしようとするものであります。 

それでは事項別明細書、歳出より説明いたしますので７ページをお開き下さい。１款総

務費、１項施設管理費、１目一般管理費４８１万１千円の追加。３節職員手当等は人事院

勧告による事務職２名の勤勉手当９万３千円の追加。４節共済費は標準報酬の変更による

２万１千円の減額。１０節需用費２１６万４千円の追加。光熱水費５７万４千円の追加は、
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電気料金の値上に伴う予算不足見込額を増額するもの。燃料費１５９万の追加は、重油代

金及び灯油代金の価格高騰に伴う予算不足見込額を増額するもの。２６節公課費 ２５７

万５千円の追加。消費税及び地方消費税の納付額の増加に伴う予算補正でありますが、令

和３年度の新型コロナワクチン接種料金の収入増加に伴い、翌年度の令和４年度中に精算

納付する消費税に不足が生じるものであります。当初予算１５０万を見込んでおりました

が、納付額算定をした結果、４０７万５千円の納付が本年度必要となりますので、差額分

を追加補正するもの。８ページに移りますので、次のページをお開き願います。２款１項

１目ともに医業費８２８万１千円の追加。２節給料１２万６千円、３節職員手当等 １０

０万８千円、１８節負担金補助及び交付金４千円は、主に人事院勧告に伴う若年層の月額

給料改定や勤勉手当増による事務職員以外の人件費の補正。４節共済費は標準報酬の変更

による１４万３千円の追加。１０節需用費は、診療材料費５００万円の追加。プラスチッ

ク手袋やエプロン、マスクやガウン、手指消毒剤などの診療材料費全般の資材価格高騰や

感染対策に係る衛生資材全般の購入量増加などによる予算の追加補正をするもの。１２節

委託料は、臨床検査業務委託料２００万円の追加。新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検

査の判定を検査専門機関に依頼しておりますが、依頼件数の増加に伴う臨床検査業務委託

料の追加補正であります。なお、この委託料は収入にも直結する支出でありますので、同

額を外来収入の予算に計上しております。 

次に歳入の説明をいたしますので５ページをお開き下さい。１款診療収入、１項診療収

入、２目入院収入５００万の減額。本年度の入院患者数が当初予算段階で１日平均１５名

を想定しておりましたが、１１月末現在で１日平均入院患者数が１２．６名の実績となっ

ておりますので、予算上の算定人数を変更し、収入予算を減額するもの。３目外来収入２

００万円の追加。発熱外来患者さんなどの増加に伴い、外来収入増加見込み相当分を予算

追加するもの。２款診療外収入、２項医師施設外管理収入、１目委託料収入２３万の減額。

恵寿荘に対する医師派遣業務委託収入について、恵寿荘入所者の減少に伴う予算を減額す

るもの。当初予算において入所者５５名で試算しておりましたが、これまでの実績をもと

に今後の推計をした結果、約５１名程度になることから、委託料予算を減額するもの。３

款道支出金、２項道補助金、１目道補助金７１９万８千円の追加。説明欄の内訳１点目、

電源立地地域対策交付金９０万３千円の追加は、交付金の交付決定に伴い追加補正をする

もの。２点目は、北海道新型コロナウイルスワクチン接種体制支援交付金６２９万５千円

の追加は、新型コロナウイルスワクチンの効果的・効率的な接種を進める観点から個別接

種に協力する医療機関に対して、支援金が交付されるものでありまして、週５０回以上、

１００回以上、１５０回以上の接種をした場合、それぞれの算定区分によりワクチン接種

料金とは別に支援金が交付されるもの。次のページに移りますので、６ページをお開き願

います。４款繰入金、１項他会計繰入金 、１目一般会計繰入金２２８９万６千円の減額。

今回の補正に伴う歳入歳出予算の差額調整のため、繰入金を減額するものであります。２

目国保会計繰入金１１６９万２千円の減額。当初予算において、入院患者数１日平均１５
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名を見込み交付金を算定しておりましたが、算定条件であります、令和４年１月～１２月

までの１日平均入院患者数が１３．１名となる見込みであることから国民健康保険特別調

整交付金のメニューの中の、へき地診療所運営事業分の減額を見込み、国保会計を経由し

て繰入する金額を減額するもの。５款１項１目ともに繰越金４３７１万２千円の追加。前

年度繰越金確定額のうち、残金を全額、財源化するものであります。 

以上が議案第５６号の提案理由でございます。ご審議を賜り提案どおりご決定下さいま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（荒木正光君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

   ◎閉議宣告 

○議長（荒木正光君） 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれをもって散会といたします。 

ご苦労様でございました。 

（午後２時１０分 散会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


